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リスク管理＆シミュレーションツール説明 

 

はじめに 

このツールはリスク評価とリスク対策による費用対効果を数値化し見える化するソフトです。 

一般的リスクマネジメントプロセスに従って各リスクのリスク損失・発生頻度がリスク対策でどれだけ改善できるか

をポートフォリオ(４象限マップ)・パレート図で表示し次の対策の優先順位や費用対効果を明確にします。 

 3種類のリスク管理サンプルを登録しており,企業や事業のリスク管理検討に活用してください。 

機能概要 

1. リスク種類とリスク項目(リスク評価項目,リスク対策項目)の入力・設定 

2. リスク項目の入力・設定した内容を基に影響度と頻度を４段階(相対的分類)に分類 

3. リスク種類は大区分(任意)・中区分(任意)・小区分(必須)に分けて記述可能(容易に分類・分析) 

4. リスク影響度は「業務停止による損失金額」＋「実損失金額」と「重要度・緊急度(4 段階)」の加重平均で影響度

ポイントを 4段階(相対的分類)で設定 

5. リスク頻度は発生周期と単位(年/月/日/時間)を設定で 4段階(相対的分類)に設定 

(注)リスク頻度を単純化するため,1 回/年=100 とし,1 回/2 年=50,1 回/5 年=20,1 回/月=1200,1 回/2 ヶ月=600

を設定 

6. リスク対策前と後のリスク影響度とリスク頻度のポートフォリオ(４象限マップ)表示 

7. リスク対策前と後のリスク損失金額とリスク発生頻度のパレート図表示 

8. リスク種類とリスク項目内容の対策履歴を保存(定期的なリスク評価内容を保存),保存内容の表示 

リスク種類のリスク項目は新規追加と上書保存が可能 

9. リスク種類のポートフォリオ,パレート図,リスク項目(リスク評価項目・リスク対策項目)をプリント出力 

10. リスト種類の登録件数は最大４１件(大：中：小区分の合計) 

11. ポートフォリオ(４象限マップ)の各エリアに表示できるリスク種類は 12件(それ以上は表示外) 

12. パレート図に表示のリスク種類は最大 21 件(表示サイズ制限のため損失金額・発生頻度の割合の低いリスク

種類は表示されません) 

  



 リスク管理＆シミュレーションツール説明 

  2 

 

操作説明 

1. 最初に本ツール(リスク管理 Vx.x.xlsm)を起動したとき「セキュリティの警告」の「コンテンツの有効

化」ボタンを押下しマクロを有効にする 

 

2. 「プロセス」シートの「リスクマネジメント」のプロセス処理 

「プロセス」シートの各ボタンを押下し「リスクアセスメント」・「リスクコントロール」・「シミュレーション」・「リスクレ

ビュー」を実施 

 

（1） 「リスクアセスメント」ボタン押下 

① 「リスク管理」シートのリスク種類のリスク評価のリスク項目エリアを表示 

② リスク種類の名称,・内容やリスク損失・リスク頻度を入力・設定しリスク評価を計算 

（2） 「リスクコントロール」ボタン.押下 

① 「リスク管理」シートのリスク種類のリスク対策のリスク項目エリアを表示 

② リスク対策内容や対策後のリスク損失・リスク頻度を入力・設定しリスク対策を計算 

（3） 「シミュレーション」ボタン押下 

① 「リスク管理」シートの入力,評価・対策内容に基づき「ポートフォリオ(４象限マップ)」・「パレート図」表示 

（4） 「リスクレビュー」ボタン押下 

① 「ポートフォリオ(４象限マップ)」・「パレート図」・「リスク管理」シートのプリント出力 

② メンバでプリント出力内容を共有しリスク対策の見直し(リスクコントロール) 
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3. 「リスク管理」シートでのリスク評価エリア 

 

【上段エリア説明】 

(1) 「プロセス」へ(セル：A6)を押下で「プロセス」シートへ画面遷移 

(2) [クリア]ボタン：ボタン押下で「リスク種類」・「リスク項目」エリアと「損失パラメータ」をクリア(初期化) 

(3) [保存]ボタン：「リスク名称選択」エリアを選択しボタンを押下で「サンプル」シートの同一リスク名称エリアに

上書, 「リスク名称選択」エリアを消去してボタン押下で「リスク名称入力画面」を表示,入力したリスク名称

(初期値：年月日)のリスク内容を「サンプル」シートに追加書込み 

尚,「サンプル」シートのリスク名称の「リスク種類」エリアをクリアすることで保存内容を削除できます 

(4) [復元]ボタン：「リスク名称選択」エリアを選択しボタンを押下で「サンプル」シートの対象のリスク種類内容

を「リスク管理」シートに表示 

(5) [リスク評価]ボタン：「リスク種類・内容」と「リスク評価のリスク項目」エリアを入力・選択しボタン押下でリス

ク評価エリアの「業務停止による損失金額」＋「実損失金額」と「重要度・緊急度(4 段階)」の加重平均で計

算し「影響度ポイント」に 4段階(相対的分類)で設定, 「発生周期と単位(年/月/日/時間)」を基に計算し「頻

度ポイント」を 4段階(相対的分類)に設定 

(6) [表示]ボタン(セル：A8_C9)：リスク種類の表示内容をランドロビンで選択表示([全画面]->[リスク種類全表

示]->[中小区分表示]->[小区分表示]->[大中区分表示]->[全表示]) 

(7) 「リスク名称選択」(セル：C5)：「サンプル」エリアに保存の「リスク名称」をプルダウン表示 

(8) 「損失パラメータ」：「一日完全停止の場合の損失金額」/「一日一部停止の場合の損失金額」を設定 

(9) 「金額単位」：リスク損失金額の単位を設定(初期値：百万円) 

(10) 「重要・緊急レベルの加重値」：「業務停止による損失金額」＋「実損失金額」と「重要・緊急(4 段階)レベル」

の加重値で相対的重要度ポイント設定《損失金額×(1-加重値)＋重要・緊急レベル×加重値》 

【下段エリア説明】 

(1) リスク評価のリスク項目 

① リスク種類：大区分(A列)・中区分(B列)・小区分(C列)の入力,小区分は入力必須,大中区分は任意 

※プログラムで大・中・小区分を区別するため大区分は B・C 列はブランク,中区分は A・C 列はブラン

ク, 小区分は A・B列はブランクを設定してください 

② リスク内容(内訳・過去事例)：リスク内容説明と過去事例を入力しメンバ間で認識を共有 

③ 完全停止/一部停止：リスク種類が業務を完全停止か一部停止かの選択 

④ リスク影響日数：企業・業務の停止日数を入力 

⑤ リスクによる損失：損失金額を入力 

⑥ 重要・緊急レベル：リスク損失金額とは別に企業・事業への重要度・緊急度を 4段階で設定 
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⑦ 重要度ポイント：リスク損失金額と重要・緊急レベルの加重平均により相対的 4段階ポイント計算結果 

⑧ リスク発生頻度：リスク発生事象の予想周期と単位(頻度パラメータ：年/月/日/時間)を設定 

⑨ 頻度ポイント：リスク発生頻度の相対的 4段階ポイント計算の結果(基準：1回/年=100) 

⑩ その他(非表示)：計算のための中間結果(計算式等)を設定 

 

4. 「リスク管理」シートでのリスク対策エリア 

 
【上段エリア説明】 

(1) [リスク対策]ボタン：リスク種類の「リスク対策のリスク項目」エリアを入力・選択しボタン押下でリスク対策エ

リアの「業務停止による損失金額」＋「実損失金額」と「重要度・緊急度(4 段階)」の加重平均で「影響度ポイ

ント」を 4段階(相対的分類)で設定,「発生周期と単位(年/月/日/時間)」を基に計算し「頻度ポイント」を 4段

階(相対的分類)に設定 

【下段エリア説明】 

(1) リスク対策のリスク項目 

① リスク対策内容(対策・具合的対策例)：リスク対策説明と具体的例を入力しメンバ間で認識を共有 

② 主な対策分類：リスク対策を予防策・低減策・移転策・回避策・容認策から選択 

③ 完全停止/一部停止：リスク評価で設定の「完全停止/一部停止」のコピー表示 

④ 改善後影響日数：リスク対策後の企業・業務の停止日数を入力 

⑤ 改善後損失金額：リスク対策後の企業・業務の損失金額を入力 

⑥ 重要・緊急レベル：リスク損失とは別に企業・事業への重要度・緊急度を 4段階で設定 

⑦ 重要度ポイント：リスク対策後おリスク損失金額と重要・緊急レベルの加重平均により相対的 4 段階ポ

イント計算の結果 

⑧ リスク発生頻度：リスク発生事象の予想周期と単位(頻度パラメータ：年/月/日/時間)を設定 

⑨ 頻度ポイント：リスク発生頻度の相対的 4段階ポイント計算の結果(基準：1回/年=100) 

⑩ その他(非表示)：計算のための中間結果(計算式等)を設定  
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5. 「プロセス」シートのポートフォリオ(４象限マップ)  

 
(1) 「リスク管理」シートで「リスク評価」ボタン・「リスク対策」ボタン押下で計算した結果の「影響度ポイント」と

「影響度ポイント」により 4象限マップを表示 

(2) 「リスク評価」エリアのカッコ内には損失金額と重要・緊急度を表示 

(3) 「リスク対策後の評価」エリアのカッコ内には改善金額を表示 

 

6. 「プロセス」シートのパレート図 
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(1) 「リスク管理」シートで「リスク評価」ボタン・「リスク対策」ボタン押下で計算した「損失金額」と「発生頻度」

(基準値)のパレート図を表示 

(注)グラフ表示の「リスク種類」は最大 21 件,正しく表示しない場合「グラフ」をクリックし N～Z 列の選択範

囲をマウスで範囲変更してください(下記は範囲拡大例) 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ABC分析により優先順位を決定,対策前と後の費用対効果から再度リスク対策の見直し 

 

7. [リスクレビュー]ボタンによるプリント出力 

リスク評価・リスク対策後評価のポートフォリオ分析(相対評価) 

 

 

 

 

 

リスク損失金額・発生頻度パレート図 

 

 

 

リスク評価・対策内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


